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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
南
淡
が

３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界

に
は
ば
た
け
！
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
第
４
回
ロ
ー
ソ
ン
カ
ッ

プ
」
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　

  

（
24
貢
に
関
連
記
事
）

メ
ン
バ
ー
一
覧
（
敬
称
略
）

稲
山　

 

桂
子

赤
木 

冨
美
子
、
森　

 　

千
尋

近
藤 　

紀
子
、
阿
部 

ま
ゆ
み

清
水 　

裕
美
、
豊
田 

た
か
子

桑
嶋 

久
視
子
、
雨
堤 　

昌
子

森　

 　

廣
子
、
出
田 　

洋
子

坂
本 　

里
美
、
酒
部 

真
由
美

　

３
月
27
〜
29
日
ま
で
石
川

県
で
行
わ
れ
た
「
全
国
高
等

学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
選
抜
大
会
」
に
、
淡

路
高
校
に
通
う
南
あ
わ
じ
市

在
住
・
出
身
者
か
ら
次
の

方
々
が
出
場
し
ま
し
た
。

◆
75
㎏
級

　

藤
田 

真
奈
美

お
め
で
と
う

陸の港西淡バスターミナルでお花見
　陸の港西淡バスターミナル内に、大きな桜の木が花を咲かせました。

　この桜は、福岡造園緑化㈱の福岡清さんが仕事中に、やむなく切らな

ければならなくなった桜の木をどうにか活用できないかと考え、観賞用

に加工されたものです。住民の人やバスを降りた観光客など、たくさん

の人が立派な桜の前に立ち止まり、お花見を楽しんでいました。

　福岡さんは、「ちょっとしたアイディアがこんなに皆さまに喜んでも

らえてビックリしている。とても嬉しい」と笑顔で話していました。
▲杭打ちしてネット張り。重機などを持ち込んで整備

◆
85
㎏
級

　

三
原　

真
吾

　

３
月
27
日
〜
29
日
、
東
京

で
行
わ
れ
た
「
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｐ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

会
」
に
、
市
内
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
通
う
４
人
が

出
場
し
ま
し
た
。

中
尾　

玲
華
（
三
原
中
）

田
原　

衿
奈
（
三
原
中
）

中
川　

さ
つ
き
（
三
原
中
）

坂
　

莉

奈
（
神
代
小
）

　

全
国
大
会
前
の
壮
行
会
で

中
田
市
長
が
選
手
を
激
励
し

ま
し
た
。（
３
月
17
日
）
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島
内
初
の
幼
老
複
合
型
施
設
「
う
ぃ
ず
」

保
育
園
と
介
護
施
設
を
合
わ
せ
持
っ
た
施
設

▲淡路志知郵便局に寄贈されたパネル

広報 

ボランティア活動グラウンドを守る！
　松帆古津路老人クラブ（馬部忠代表）と、ＳＣ 21

まつほグランドゴルフ部（波戸政義代表）の方々が、

ボランティアで４月 13日、西淡社会教育センターグ

ラウンドの整備作業を行いました。海からの風や潮に

よるゴミの流入やグラウンドの侵食を防ぐため、瓦で

の地盤補強や杭打ちしてのネット張りなど、機械等も

好意で持ち込まれて綺麗に整地まで行われました。
▲お花見を楽しむ観光客

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
南
淡

全
国
大
会
優
勝

志
知
高
校
が
パ
ネ
ル
を
寄
贈

志
知
高
校
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い

　

外
国
人
児
童
・
生
徒
の
た
め

の
翻
訳
教
材
と
し
て
、
平
成
19
年

に
作
製
さ
れ
た
社
会
科
副
読
本

「
キ
ッ
ズ
南
あ
わ
じ
」
を
抜
粋
し
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

中
国
語
の
３
か
国
語
で
書
か
れ
た

外
国
語
版
が
作
製
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
外
国
人
児
童
・
生
徒

は
16
人
。
文
科
省
の
事
業
指
定
を

受
け
、
そ
の
活
動
の
１
つ
と
し
て

子
ど
も
向
け
日
本
語
教
室
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
本

は
「
私

た
ち
の

市
の
様

子
」
と
い

う
テ
ー
マ
で

合
併
の
変
遷
や
市
の
産
業
な
ど
、

自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
も
の
か

ら
、
楽
し
く
日
本
語
を
勉
強
し
て

も
ら
う
た
め
の
教
材
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
積

極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
、
学
校
生
活
で
も
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
す
。

▲日本語教室で勉強する児童たち（湊小学校）

　

全
国
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
も

う
と
す
る
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
４
月
１
日
、
な
な
い

ろ
館
で
う
ず
し
お
島
び
ら
き
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
地
区
で
は
、
４
月
か
ら
６

月
末
ま
で
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
グ

ル
メ
in
淡
路
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
。
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
当
日

は
鯛
そ
う
め
ん
や
淡
路
島
牛
丼
な

ど
島
内
の
名
物
料
理
が
出
揃
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
観
潮
船
の
日
本
丸
で
は

新
し
く
「
ク
イ
ー
ン
淡
路
」
に
選

ば
れ
た
冨
田
英
里
奈
さ
ん
（
淡
路

市
）
と
松
井
綾
香
さ
ん
（
南
あ
わ

じ
市
）
を
一
日
船
長
に
任
命
し
、

▲新しくクイーン淡路なった冨田さん（左）
　と松井さん（右）

う
ず
し
お
島
び
ら
き

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
る

　

こ
の
複
合
型
施
設
は
、
社
会
福

祉
法
人
「
み
か
り
会
」（
谷
村
誠
理

事
長
）
が
開
設
、
運
営
し
て
お
り
、

施
設
長
の
山
本
ひ
と
み
さ
ん
は
、

「
施
設
と
い
う
よ
り
一
緒
に
過
ご

す
『
家
』
と
い
う
生
活
空
間
の
中

で
、
お
年
寄
り
や
乳
幼
児
、
職
員

が
、
喜
び
と
安
ら
ぎ
を
共
に
感
じ

合
え
る

環
境
づ

く
り
に

心
が
け

て
い
ま

す
」
と

話
し
て

い
ま
す
。

鳴
門
海
峡
に
出
航
。
観
光
客
な
ど

約
１
２
０
人
を
乗
せ
て
沖
合
い
に

出
た
後
、
鯛
12
匹
と
酒
樽
26
個
を

海
に
投
げ
入
れ
、
航
行
の
安
全
と

豊
漁
を
祈
願
し
ま
し
た
。

▲松帆高屋にできた「うぃず」

パ
ネ
ル
は
淡
路
三
原
高
校
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
全
国
大
会
に
出
場

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
大
会
に
出
場

　

志
知
高
校
の
沿
革
を
つ
づ
っ
た

パ
ネ
ル
が
３
月
31
日
、
淡
路
志
知

郵
便
局
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
同
郵
便
局
か

ら
、「
こ
の
地
に
志
知
高
校
が
あ
っ

た
と
い
う
証
を
形
と
し
て
残
し
た

い
。
地
域
の
人
が
気
軽
に
寄
れ
る

郵
便
局
に
設
置
す
れ
ば
、
何
年
か

経
っ
た
後
に
で
も
思
い
出
し
て
も

ら
え
る
は
ず
」
と
い
う
申
し
出
が

あ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
。
閉
校
間

際
の
志
知
高
校
（
松
本
直
美
元
校

長
）
と
の
間
で
急
遽き
ょ

設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
志

知
高
校
の
記
念
誌
や
訪
れ
た
人

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
す
「
思
い
出

ノ
ー
ト
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
、「
ゆ

か
り
の
あ
る
人
に
は
ぜ
ひ
一
度
訪

れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
近
藤
利
明

郵
便
局
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
設
置
さ
れ
た
パ
ネ

ル
は
縮
小
版
。
三
原
高
校
と
志
知

高
校
の
両
校
の
沿
革
を
つ
づ
っ
た

外
国
語
版
完
成

み
ん
な
で
学
ぼ
う
「
キ
ッ
ズ
南
あ
わ
じ
」

▲海に投げ入れられる樽

▶
左
か
ら
、
１
列
目
＝
中
田

市
長
、
坂
さ
ん
、
中
尾
さ
ん
、

田
原
さ
ん
、
中
川
さ
ん
、
２

列
目
＝
藤
田
さ
ん
、
三
原
さ

ん
、
出
田
さ
ん
、
赤
木
さ
ん

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
合
い

は
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
、
子

ど
も
の
心
の
発
達
や
、
高
齢
者
の

情
動
機
能
や
運
動
機
能
に
良
い
影

響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
島
内
で
初
め
て
保

育
園
と
介
護
施
設
を
合
わ
せ
持
っ

た
幼
老
複
合
型
施
設
「
う
ぃ
ず
」

が
松
帆
高
屋
に
完
成
し
、
介
護
施

設
が
昨
年
12
月
か
ら
、
保
育
園
が

４
月
か
ら
、
０
歳
〜
１
歳
ま
で
の

乳
幼
児
を
受
け
入
れ
て
、
開
園
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲一緒に過ごす触れ合い ▲３か国語「キッズ南あわじ」


